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11 日 12 日 13 日
止ヱミ与 長 ももの木保育園
大会委員長 端 山 保 育 園 はなぶさ保育園 海印寺保育園
副委員長 随林寺保育園 せいしん幼児園 氷 輿 保 育 園
審 半。 員 京都ジャンピングスクーノレ
指 揮 大 宅 保 育 園 東 寺 保 育 園 東福寺保育園
進 行 小松谷保育園 塔 南 保 育 園 大原野保育園
救 護 曙 保 育 園 うぐいす保育園 真覚寺保育園
召集・準備 うぐいす幼稚園 上久世保育園 華頂短期大学付属幼稚閤
うぐいす第 2幼稚園 下鳥羽保育園 吉祥院保育園
永輿小金塚保育園 ザコ わ ぶ き 園 西京極保育園
春 日 野 圏 双 丘 保 育 園 万因寺保育園






画一一 ,vs小松谷 ｜大宅 vsうぐいす幼 ｜永興小金容 vs希望の家
ファイターズ エスパルスレット｜桃太郎 ドンキー ｜キャプアノ アンニョン
春日時 vs大宅 ｜憶林寺 vsゆりかご ｜うぐいす警2vs端山
、ハーマノ 金太郎 ｜ きたろう ペガサス ｜ ヴェノレアィ
希望の家 vsももの木 ｜曙 .vs永野j、金塚 ｜大宅 vs上鳥羽
すずらんズ デストロイヤー lチャンピオYズ ワッハ l一休さん わんぱくきっず
うぐいす幼 vs随林寺 ｜小松谷 vs大宅 ｜ゆりかご vs春日野
ボールZ パーマン ｜メロンヴェルティ 一寸法師 ｜ ドラゴノ ビートマγ－:I 
大宅 vs曙 ｜ももの木 vsうぐいす第2
牛若丸 キッカー ズ｜エー スコンハット ロッ
永輿小金塚 vs大宅 ｜端山 vs曙
ジャンプ ヤンチャリカlヴzルディ ファイターズ
小松谷 .vsうぐいす幼 ｜大宅 vs希望の容 ｜随林寺 vs大室
ット ドンキー｜桃太郎 アノーョノ｜きたろう 金太郎
大宅 vsゆりかご ｜ももの木 vs春日野 ｜永輿小金容 vsうぐいす第2
一休さん ペガサス ｜デストロイヤー ホンハーマン｜キャプァノ ヴェルディ
上鳥羽 vs永輿小金塚 ｜曙 .vsうぐいす幼 ｜大宅 vs端山
わんぱくきっず ワッハ ｜チャンピオンズ ドラゴンボー ルZI 一寸法師 ガンバ
ももの木 vs大宅 ｜希望の家 vsゆりかご ｜春日野 vs小松谷
スーコンパット 牛若丸 ｜ すずらんズ ドラゴン ｜ビートマγ ンー メロンヴェノレディ
永輿小金塚 vs端山 ｜うぐいす第，2vs大宅 ｜曙 vs隠林寺
ジャンプ ヴェノレディ｜ ロッタマノ ヤンチャリカlキッカーズ ノミー マン
表2-3 サッカ一大会プログラム（2日目）
12日の部
六事クノ坊 vs上計ヵーズ｜下切ドル vsはやすミγ l 六、~~－ vs ：~ァイターズ
つわぶき 、vs下鳥羽 lうぐいす vsせ＼＇しん ｜塔南 vs双丘
イーグノレ｜ ドラゴン ミニー ｜ レイアース ももTころう
はなぶさ vs上久世 ｜六満 vs下鳥羽 ｜せいしん p vs下鳥羽
キャプテン翼 フラッジャーズ｜のらくろ ホークス ！ ドナルト スワロ一
六満ン士 vs塔南 ｜下鳥羽 vs東寺 ｜つわぶき vsはなぶさ
口 乱太郎 ｜ ヒハ j ザ・グー ニー ズ｜ ダー ク ライオンキング
双丘 vsせいしん ｜はなぶさ .vs六満 ｜下鳥羽 vsうく小す
Q Tころう グーフィーlパワフルキッズ スジャータlウッドベッカー カービー
せいしん vsはなぶさ ｜上久世 .-VS下鳥羽 e
プルート ドラゴン｜ ピッカーズ
下鳥羽 vs塔南 ｜せいしん vs六満
イー グノレ レイアースlミッキー アクノ坊
六満 vsつわぶき ｜東寺 .vs双丘 ｜せヒ、Lん vs下鳥羽
のらくろ ゴルドラン｜ザ・ 7ァイター ズ ももたろう！ 、一一 ホークス
はなぶさ vsうぐいす ｜せいしん p vs上久世 ｜下鳥羽 vs六満
キャプテン翼 ドラゴン l ドナノレト フラッ、ノャー ズ｜スワロー ダン吉
せいしん vsつわぶき ｜双丘 vs下鳥羽 ｜東寺 .vsはなぶさ
ーフィー ダーク I Q たろう ヒハリ ｜サ.I/ー ニー ズ ライオンキング
下鳥羽 vsはなぶさ ｜六満 vsうぐいす ｜塔南 vsせいしん
ウッドベッカー パワフノレキッズ｜ スジャータ カービー ｜乱太郎 プノレー ト
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表2-4 サッカ一大会プログラム（3日目）
13日の部
華頂 吉祥院 万因寺 妙林苑
tこんじゃ vsi:t:－ふ・るさんがー ガンバ vs イオレッツ
事印寺 vs西尽極 永輿 東福寺イナマイツ がー ぶたー Z・A ヴェノレディvs ガンダ、ム
妙林苑 .vs大原野
スー パー キッズ セレッソさくら
華頂 vs陵ケ岡
7ァイヤー ラドン レイアース
陵ヶ岡 真覚寺ス 海印寺 ,vs永輿ガンノミ vs ・"'7 －－~叶u ー ボンパーズ サッカー
大原野 万因寺 西京極 vs吉祥院
7リノスさくらvsキャ Yプター がーぷたー Z・J ベるでい一
ば吉ー祥ふ院・る 永輿さんがー vs ヴェノレディ 妙林苑 華頂タイオレッソvs イヤ
万因寺 華頂 東福寺 陵ケ岡




東福寺 vs妙林苑 華頂 大原野
りゅう スー パー キッズ 7ァイヤー ラドノvsセレッソさくら
大原野 吉祥院 真覚雲 vs万因寺マリノスさくらvs べるでい一 ラペリー キャンプター
華頂ダイヤ 海印寺vs ボンパーズ 陵ケ岡 妙林苑ばヴエルデノイvs さ己
3.幼児サッカーごっこにおける記録






















































事例6 (1996, 4) 
サッカーをせずに砂遊びをしている園児が数名いる。
事例7 (1997, 5) 
l対 lのゲームをしてみる。あまり集中できない。
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楽しみにして｜よく話をして｜ ｜ ｜いつもと変化いた ｜いた ｜嫌がっていた｜心配していた｜なかった 無回答















































































































































16) 石附実編著，「比較・国際教育学」東信堂， 1996,pp. 347 
218 併教大学総合研究所紀要第5号
く，応援する参加形式もあっても良いのではないだろうか。しかし（5）の共同の経
験から考えると参加することも必要である。しかし強制や非難されることによる参
加ではなく自己の意志によって参加できる言葉かけが重要になってくるであろう。
(2）に関連して，第一次集団での状況は，第二次集団での活動に大きく影響する。
つまり幼児が他者あるいは未経験の事柄を受け入れるには，家庭での状況が大きく影
響しているのである。今回の研究でも，かなり多くの場面で課題を取り組めない幼児
が見受けられた。多文化の環境のもと，自己の存在を明確にできない状態であるとき
といえるであろう。
まとめ
子どもたちの運動能力の低下が危機感を持って見守られる中，子どもたちを対象と
した各種スポーツ教育産業は盛んである。しかし，幼児に対して運動遊びの果たす役
割とスポーツ活動での効果では大きな違いがある。その大きな違いは大人の介入によ
って生み出される。本研究では，サッカーごっこの一員として役になりきることによ
り，大人の介入をなるべく避けるよう指導を行った。そこで明らかになったことは，
次の4点である。
1.幼児の興味関心は刻々と変化する。
2.すべての子どもが運動遊びを好むとは限らない。
3.精神的・社会的に安定したときに幼児は自発的な運動活動をすることができる。
4.大人の介入により幼児の遊びは，「遊び」でなくなる可能性が高し、。
また，試合を強調した内容になってくると，勝敗へのこだわりが幼児の中に出てく
る。本研究で対象になった園児は，サッカ一大会という大きな大会があるために，勝
敗へのこだわりが大きくなっているように思われる。援助者と保育者は話し合いの中
で「l点取ることを目標とし，勝敗にこだわらないようにしましょう」「子どもたち
の親にも徹底しましょう」としているのだが，実際，大会に出てみると子どもたちよ
りも親の方が熱心に応援している。親の過剰な教育，教育業界の過剰なサービスが，
子どもたちの運動遊び，自由遊びを奪っていくのである。
幼児が異なったものへと遭遇したときの「相手の立場を認め，尊重する態度」は，
遊びの中から得られるものである。過剰なサービスの中で育つ幼児は，狭い価値観で
のみ異なったものを判断し，尊重することはできなくなってしまうと予想される。本
研究では，勝敗へのこだわりの姿から考察されるであろう。
